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特集:果実腐敗の現 状 と対策( 1 )

巻 頭 弓一
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は じ め に

我が国で は カ ン キ ツ ， リ ン ゴ， ブ ド ウ ， ナ シ， カ キ ，
モ モ ， オ ウ ト ウ な ど の 各種果実が生産 さ れ市場 に 出荷 さ
れて い る 。 こ れ ら の果実は収穫 と と も に 直 ち に 出荷 さ れ
る も の と 1� 数か 月 間貯蔵 し て 出荷 さ れ る も の に 大別 さ
れ る 。 果実腐敗 は ， 収穫前の樹上で発生す る も の と 収穫

後の貯蔵あ る い は輸送中 に 発生す る も の があ り ， 腐敗果
の発生 は経済的損失 と な る だ け でな く ， 産地の イ メ ー ジ
ダウ ン と な り そ の経済的痛手 は大 き し 腐敗防止対策 は
極め て重要であ る 。

I 我が国の果実生産量

主要果樹の 1998 (平成 10) 年度 の生産量 (表-1) は，
カ ン キ ツ 類 が 約 160 万 t ( ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 1 19 . 2 万
t， イ ヨ カ ン 21 . 1 万 t， ナ ツ ミ カ ン 10 . 3 万 t， ハ ッ サ ク
6 . 8 万 t， ネ ー ブル オ レ ン ジ 2 . 1 万 t) ， リ ン ゴが 87 . 9 万
t， ナ シ が 38 . 2 万 t， カ キ が 25 . 9 万 t， プ ド ウ が 23 . 3
万 t， モ モ が 17 . 0 万 t， ウ メ が 9 . 6 万 t， キ ウ イ フ ル ー
ツ が 3 . 7 万 t， ス モ モ が 3 . 0 万 t， 西洋ナ シ が 2 . 7 万 t，

ク り が 2 . 6 万 t， オ ウ ト ウ が 2 . 0 万 t な ど と な り ， 果樹

全体で は約 378 万 t と な っ て い る 。 こ の 他 に オ レ ン ジ，
グ レ ー プ フ ル ー ツ ， レ モ ン な ど の カ ン キ ツ 類， バナナ，

表ー1 1998 (平成 10) 年度の我が国 に お け る 果実生産量

樹 種
生産量

樹 種
生産量

(t) (t) 

カ ン キ ツ 類 モ モ 169 ， 700 

ウ ンシュ ウ ミ カ ン 1 ， 192 ， 000 ウ メ 95 ， 600 

ナ ツ ミ カ ン 102 ， 600 キ ウ イ ブ ルー ツ 36 ， 700 

ハ ッ サ ク 67 ， 800 ス モ モ 29 ， 500 

イ ヨ カ ン 21 1 ， 200 西洋ナ シ 27 ， 300 

ネ ー ブルオ レ ン ジ 20 ， 600 ク リ 26 ， 200 

リ ンゴ 879 ，100 オウトウ 19 ， 500 

ナシ 382 ， 400 パ イ ナ ッ プル 12 ， 800 
カ キ 258 ， 800 ピワ 9 ， 320 
プ ド ウ 232 ， 700 
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キ ウ イ フル ー ツ ， 熱帯果実 の マ ン ゴ ー ， パ パ イ ア な どが
輸入 さ れ市場 に 流通 し て い る 。 1997 (平成 9) 年度 の 統
計に よ る と ， 我が国産果 実 の 自 給率 は 53% で あ っ た 。

E 主要果実に発生する果実腐敗病

我が国産主要果実の腐敗病 (表ー2) と し て ， カ ン キ ツ
類 で は 収穫直前 の 樹上 で発生す る 褐色腐敗病， 緑 かぴ
病， 炭痘病 ( 日 焼 け 炭痘病) ， 収穫後 に 緑 かぴ病， 青か
び病， 軸腐病， 黒腐病， 灰色かぴ病， 白 かぴ病 な ど が あ
る 。 リ ン ゴ で は疫病， 炭痕病， 灰星病， 輪紋病， 心か び
病な ど， ナ シ ・ 西洋ナ シ で は 輪紋病， 灰星病， カ キ で は
炭痘病， モ モ で は 灰星病， ホ モ プ シ ス 腐敗病， オ ウ ト ウ
で は 灰星病， ア ル タ ナ リ ア 菌 に よ る 腐敗， ブ ド ウ で は灰
色かぴ病， キ ウ イ フ ル ー ツ で は果実軟腐病 な ど で あ る 。

E 果実腐敗の発生要因

果実が腐敗す る 時期 と し て ， 収穫前 と 収穫後 に 大別 さ

表 - 2 各種果樹の主要果実腐敗 病

樹 種 病 名

カ ン キ ツ類 褐 色腐敗 病， 炭痘病 ( 日焼け炭痘病) ， 緑か ぴ病， 青

かぴ病， 灰色かぴ病， 紬 腐病， 黒腐病， 白 か ぴ病，

黒斑病， 黒玉病

リ ン ゴ 炭痘病， 灰星病， 輪紋 病， 疫病， 青 か び病， 灰色か
ぴ病， 心 か ぴ病， ば ら 色か ぴ病， 水腐病

ナ シ 輸紋 病， 灰星病， 炭痘病， ば ら 色かび病

カ キ 炭痘病

プ ド ウ 灰色かぴ病， ホ モプシス 腐敗 病， 晩 腐病， 苦 腐病，
白腐病， 黒腐病， 黒 か ぴ病

モ モ 灰星病， ホ モプシス 腐敗 病， こ う じ か び病， 黒かぴ

病

キ ウ イ フ ル 果実軟 腐病， 灰色かぴ病
ー ツ

西洋ナシ 輪紋 病， 疫病

ク リ 黒色実腐病， 実炭痘病

オ ウ ト ウ 灰星病， 灰色かぴ病， 黒か ぴ病， ア ル タ ナ リ ア菌 に
よ る 腐敗

ピ ワ 灰星病

イ チ ジ ク 黒かび病， 灰 色かぴ病
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れる が， 収穫前の果実が樹上にあ る場合は果実が成 熟す
る 過程で病原菌に感染を受け て発生す る もので， 特に果
実成 熟期の長雨な どの天候不良によ る 誘因が大き く影響
す る 。 カンキツ 類に発生す る 褐色腐敗病， 日焼け 炭痘
病， リ ンゴの 疫病， ブ ド ウの |ぬ腐病， オウトウの 灰星病
な どがこれにあ た る 。 一方， 貯蔵 ・ 輸送中 に発生す る 腐
敗は果実生育期間中に病原菌の感染を 受 け た ものが収穫
さ れ， 貯蔵 ・ 輸送中 に果 実の 鮮度 低下， す な わ ち 生理活
性の低下に伴っ て 抵抗力が弱 ま り ， 潜在感染 し て いた病
原菌が活動 を 開 始す る た め 腐敗す る 。 これ以外にも収穫
時の は さ み 傷， 選果時の 落下傷や す り 傷がで き る と そ の
際病原菌に感染し た り ， 貯蔵中 に飛散 し て い る 病原菌の
胞子に感染， あ る い は ブ ド ウな どの 灰色かび病では低温
貯蔵中 に接触伝染し て 腐敗す る 。

IV 果実腐敗を少なくする には

腐敗の原因と な る 病原菌の感染は 大部分が収聴前の果
実生育期であ り ， ま た， 腐敗し や す い果実は生育期の栽

果 実の体質によ っ て 腐敗果 の発生に差が見られ る の
で， 生育期の 肥鳩管理を 適切に行っ て健全で、病気に対 し
て 抵抗力が強い果実を生産す る 。 し かし， この よ うにし
て 栽培さ れた健全な果実でも， 収穫時や選果時に傷を付
け る と 病原菌の感染が起こ り 腐敗果が多 くな る の で注意
し な け �'lばな らな い。

貯蔵 ・ 輸送中 の 温度 ・ 湿度 ・ ガス 濃度 な ど の 条件 を 各
果実に最適に保つこと によ り ， 果実鮮度が保持 さ れ生 理
的消耗が最小限 と な る と 潜在感染して い る 病原菌の活動
が抑えられて 腐敗果の発生も少な くな る 。 例えば， キウ
イフル ー ツ で は 補助剤と し て エチレン吸着剤や追熟剤
が， ナ ツ ミカンで は果実を ビニ jレ袋で個装 し た り ， 海外
では ブ ド ウの 灰色かび病にグレー プガー ド が使用 さ れて
い る 。 最近， 果実の 鮮度 を 長期 間保持 し， 果 実腐敗を 抑
制で き る 貯蔵法 と し て オゾン ・ 負イオンを組み合わせた
冷温 ・ 高湿 貯蔵法が開発 さ れ 実用 化試験が行わ れ て い
る 。 ま た， 微生物の病原菌に対す る 括抗作用 を 利用 し て
果実腐敗防止を 図 る 研究が行われ て お り ， 将来期待さ れ

培条件によ っ て 左右さ れ る こと から， 腐敗防止対策の 第 る 技術であ る 。
ーは， 生育期間中の病原菌によ る 感染を 最小限にす る た
め 耕種的防除や 薬剤散布 を行う。 例えば， カンキツ の i紬
腐病は果実の表皮を 汚染す る 黒点病 と 同一病原菌によ っ
て 起こる の で， 生育期に伝染源の 枯れ校な ど の 切除 と 薬
剤散布を， モモ灰星病では 伝染源 と な る 前年の ，躍病果の
除去と 生育期の防除 を， ま た オウトウではハウス や 屋根
掛け 栽培を行う。 一方， 収穫直前の 腐敗防止剤散布効果
が高い果実腐敗病 と し て， カンキツ の 緑 ・ 青かび病， 取[1
腐病， 白かび病や， モモや オウトウの 灰星病 な ど が あ
る 。

お わ り に

消費者のl瞥好の多様化に対応す る た め 年聞を 通 じ て 多
種類の果実が生産さ れ る と と もに， 海 外からも輸入さ れ
て い る 。 果 実は生産者にと っ て生産活動の 最終産物であ
る が消費者へ渡す 商品でもあ り ， 消費拡大を計 る た め に
は 高品質果実を供給す る 必要があ り 絶対腐敗果実を出し
で は な らない。 そ の た め には生産者の み な らず貯蔵 ・ 流
通の過程を 含め て 総合的に腐敗防止に対処す る こと が望
ま れ る 。
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ヤガ科幼虫の主要な 寄生 性土着天敵と 寄生 消長
鈴木 誠

次号 8 月号は， I平成 1 1 年の斑点米カメム シ類の多 ハウス 周辺植物の TSWV感染実態
発生につい て jの特集 を 掲載予定です。 予定 さ れて い
る 原稿は 下記の と お り です。

特集 : I平成 11年の 斑点米カメム シ類の多発生につ
い て 」
ア カヒ ゲホソミドリカス ミカメ

竹内妙子
家畜糞によ る ダイズ シス トセ ンチュ ウの防除法

松尾和之

微生物農薬 (病害防除剤) の特性及び開発の現状
川根 太

トピ ッ ク ス
新山徳光 日 本植物病名 目録の改訂に当た っ て 植松 勉

トゲシラ ホシカメム シ 八尾充睦

ア カス ジ カス ミカメの発生動向と 栽培植生につい
て 中田 健

レタ ス 根腐病の発生生態と 防除
小木曽秀紀 ・ 藤永真央 ・ 清水時哉

リ レー 随筆 : 病害虫防除所の活動
( 2  )佐賀県農業技術防除セ ンタ ー 脇部秀彦

定期講読者以外のお申込みは至急前金にて本会へ

定価1部920円 送料76円
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